
表 紙

８月１日 現在 前月比

男 7,457人 (－３)

女 7,668人 (－９)

計 15,125人 (－12)

世帯数 5,374戸 (－５)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ５人
死亡…… 20人
転入…… 16人
転出…… 13人
婚姻…… ３組
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市の人口と世帯

すいか給食いただきまーす！
尾花沢市共同調理場から給食が提供されている市内
各小中学校４校（尾花沢中・福原中・宮沢小・常盤
小）で、地元産の食材を子どもたちに味わってもらお
うと、「尾花沢すいか」が給食に登場しました。
農家さんが丹精込めて作ったスイカ。子ども達が嬉
しそうにかぶりつく様子から、今年の出来栄えも、バ
ッチリだったことが一目でわかりました。甘々シャリ
シャリスイカ、皆で楽しくいただきまーす‼



「尾花沢市ふるさと納税」取り組み紹介ふる
さと

　応援
ふる
さと

　応援
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自
治
体
に
寄
附
を
す
る
こ
と
で
、
税
の
控

除
が
受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
返
礼
品
が
贈

ら
れ
る
｢ふ
る
さ
と
納
税
｣制
度
。
令
和
２
年

度
は
、
過
去
最
高
額
と
な
る
３
万
９
千
91
件
、

５
億
８
千
164
万
９
千
860
円
が
全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

寄
附
に
対
す
る
返
礼
品
は
、
尾
花
沢
す
い

か
や
尾
花
沢
牛
、
尾
花
沢
産
米
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
が
好
評
を
得
て
お
り
、

市
の
Ｐ
Ｒ
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
｣に
対

し
て
は
320
万
２
千
円
の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

市
で
は
、
い
た
だ
い
た
寄
附
を
基
金
に
積

み
立
て
、
子
育
て
や
観
光
、
文
化
財
を
保
存

す
る
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
寄
附
が
最
も
多
く
活
用
さ
れ
た

の
は
子
育
て
環
境
づ
く
り
に
関
す
る
も
の
で
、

小
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
や
加
湿
器
の

購
入
、
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
導
入
す
る
事
業
な
ど
に
使
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
事
業
や

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
事
業
等
に
も
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
徳
良
湖
周
辺
の
環
境
整
備
や
ス

ノ
ー
ラ
ン
ド
の
運
営
、
夏
ス
イ
カ
生
産
量
日

本
一
の
産
地
を
維
持
す
る
た
め
の
農
業
支
援

事
業
、
尾
花
沢
市
へ
の
移
住
定
住
支
援
事
業

な
ど
、
寄
附
者
の
意
向
に
沿
っ
た
事
業
に
有

効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

返
礼
品
を
き
っ
か
け
に
尾
花
沢
を
知
り
、

何
度
も
寄
附
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
熱
心
な

フ
ァ
ン
は
、
大
切
な
存
在
で
す
。

毎
年
春
に
は
寄
附
者
に
対
し
、
活
用
実
績

の
報
告
書
と
返
礼
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
送

り
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
｢心
の
ふ
る
さ
と
｣と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
お
付
き
合
い
を
目
指
し
、
返
礼

品
の
充
実
や
、
尾
花
沢
を
応
援
し
た
く
な
る

魅
力
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

お
盆
や
夏
休
み
に
は
、
離
れ
て
暮
ら
す
ご

家
族
や
、
友
人
・
知
人
と
語
り
あ
う
機
会
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
市
外
の
お
知
り

合
い
の
方
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
応
援
の
輪

を
広
げ
て
い
だ
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

※ 寄附者は、上記の①～⑦の事業を選び、寄附しています。
※ ⑧は特定の事業を指定せず、尾花沢市のより良いまちづくりのために寄附されたものです。
※ ⑨は、昨年７月に被害があった豪雨災害への支援金として寄附いただいたものです。

令和２年度 ふるさと納税の用途別寄附の内訳

寄附者が選択した寄附金の用途 寄附金額 (円) 件数

①発祥地花笠踊りなどの伝統文化の継承および文化財整備のための事業 53,519,000 3,911
②銀山温泉を軸とした魅力ある観光地づくりおよび産業の振興のための事業 71,509,000 4,338
③尾花沢を彩る自然環境の保全および景観の維持、再生のための事業 64,423,000 4,277
④子育て環境づくりのための事業 125,483,000 8,655
⑤尾花沢に住んでみたい住み続けたい定住のまちづくりのための事業 7,962,000 526
⑥活力ある元気な地域づくりのための事業 14,063,000 989
⑦雪国暮らしに誇りをもつ克雪・利雪・親雪のための事業 12,075,000 848
⑧その他ふるさと尾花沢の未来に向けて市長が必要と認める事業 229,413,860 15,246
⑨令和２年７月豪雨災害支援分 3,202,000 301

計 581,649,860 39,091

尾花沢市へふるさと納税ができる
各ホームページのポータルサイト
インターネットの下記のサイトでふるさと
納税の申し込みを受け付けています。
ぜひご覧ください。
〇ふるさとチョイス 〇ふるなび
〇さとふる 〇楽天ふるさと納税
〇三越伊勢丹ふるさと納税

尾花沢市公式ホームページで
「ふるさと納税特設サイト」を開設中！
下記のＱＲコードを読み取ってアクセスしてください。

５
億
８
千
万
円
を
超
え
る
寄
附

子
育
て
環
境
づ
く
り
等
に
活
用

寄
附
者
と
の
心
の
つ
な
が
り
大
切
に

応
援
の
輪

広
げ
よ
う

ふるさと納税は私たちの暮らしの中で
活用されています

令和

年度
２



徳良湖畔内に、若者向けの新
たなアクティビティ施設「徳良
湖パンプトラック」が開設。7
月18日にオープニングセレモ
ニーが行われました。

子
ど
も
た
ち
や
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
ア
ウ
ト

ド
ア
を
中
心
と
し
た
観
光
拠
点
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る

徳
良
湖
に
、
若
者
向
け
の
新
た
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
施
設
「
徳

良
湖
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
と
は
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
Ｂ
Ｍ
Ｘ
（
自

転
車
）
な
ど
で
起
伏
の
あ
る
コ
ー
ス
を
楽
し
む
も
の
。
場
内
に

設
置
さ
れ
た
モ
ジ
ュ
ラ
ー
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
は
、
全
長
約
65
ｍ

で
表
面
が
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
製
の
特
殊
な
ノ
ン
ス
リ
ッ
プ
加

工
が
さ
れ
て
お
り
、
分
解
す
る
こ
と
で
移
動
も
可
能
。
こ
の
設

備
を
導
入
す
る
の
は
県
内
で
初
め
て
で
す
。

７
月
18
日
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
安
全
祈
願
祭
が

行
わ
れ
、
更
に
徳
良
湖
の
賑
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
る
こ
と
を

祈
願
し
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

花
笠
高
原
ス
キ
ー
場
で
練
習
し
プ
ロ
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
に
な
っ

た
奥
山
華
波
さ
ん
(大
石
田
町
)と
、
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
場
の
従

業
員
ら
が
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
自
転
車
を
乗
り
こ
な
し
、
真

新
し
い
施
設
の
感
触
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

出
発
式
で
は
、
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
す
い
か
生
産
部

会
加
藤
宏
太
部
会
長
が
「
美
味
し
い
ス
イ
カ
が
出
荷
で

き
て
喜
ん
で
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
れ
て
い
る
皆
さ
ん

に
届
け
、
尾
花
沢
す
い
か
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
う
と
、
尾

花
沢
す
い
か
の
箱
を
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
込
ん
だ
大
型
ト

ラ
ッ
ク
２
台
が
全
国
の
市
場
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

農
家
の
皆
さ
ん
が
手
間
を
惜
し
ま
ず
、
愛
情
を
た
っ

ぷ
り
注
い
だ
尾
花
沢
す
い
か
は
、
例
年
に
も
増
し
て
甘

く
、
美
味
し
さ
抜
群
で
す
。

尾
花
沢
す
い
か
は
、
７
月
中
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま
で

出
荷
さ
れ
、
ピ
ー
ク
時
の
７
月
下
旬
か
ら
８
月
中
旬
に

は
、
毎
日
約
５
万
玉
・
330
ｔ
の
ス
イ
カ
が
大
型
ト
ラ
ッ

ク
で
全
国
各
地
に
運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。



12度以上の高い糖度とみずみずしい果肉、
シャリっとした食感が自慢の「尾花沢すい
か」を全国に届けるため、7月15日にＪＡみ
ちのく村山東部すいか選果施設（尾花沢市
新町五丁目）で出発式が行われました。

「
知
事
と
若
者
の
地
域
創
生

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
、
県
と
市

町
村
が
共
同
で
開
催
し
て
い
る

座
談
会
で
、
知
事
が
市
町
村
に

赴
き
、
若
者
が
力
を
発
揮
で
き

る
環
境
づ
く
り
や
地
域
課
題
、

定
住
促
進
、
地
域
の
元
気
創
出

策
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
ま
ち

に
住
ん
で
い
る
若
者
た
ち
と
直

接
話
し
合
う
も
の
で
す
。

７
月
15
日
、
徳
良
湖
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
管
理
棟
内
の
グ
ー

ス
カ
フ
ェ
を
会
場
に
、「
知
事

と
若
者
の
地
域
創
生
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
in尾
花
沢
市
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

市
内
各
地
区
か
ら
集
ま
っ
た

高
校
生
か
ら
40
代
半
ば
ま
で
の

若
者
た
ち
６
人
が
、
知
事
や
市

長
と
一
緒
に
、
尾
花
沢
の
良
い

と
こ
ろ
や
「
日
頃
感
じ
て
い
る

こ
と
」、「
も
っ
と
こ
う
し
た
方

が
良
く
な
る
の
で
は
」、
な
ど

を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
い

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
は
、
チ
ェ
ロ
演
奏
で
の
休

憩
タ
イ
ム
を
設
け
、
元
地
域
お

こ
し
協
力
隊
で
押
切
在
住
の

チ
ェ
ロ
奏
者
、
加
藤
皓
平
さ
ん

７月15日、徳良湖オートキャンプ場内
グースカフェで、「知事と若者の地域創生
ミーティングin尾花沢市」が開催され、参
加者が吉村知事と意見交換を行いました。

の
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
、
湖
の

風
景
と
窓
に
差
し
込
む
夕
日
の

中
で
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
座

談
会
と
な
り
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
今
回
参
加
さ
れ

た
方
以
外
に
も
地
域
活
性
化
等

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
県
と
市
で
は
、
そ
の

よ
う
な
方
々
の
取
組
み
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■開設期間／10月31日(日)まで
※今シーズンの開設期間です。
■時間／●月・火・金…午後５時～８時（夜間
のみ)●土・日・祝日…午前10時～午後８時

■場所／徳良湖テニスコート隣接
■料金(１時間)／①小中学生以下は無料②高校
生は昼間200円・夜間300円③大人は昼間400
円・夜間600円

※市外の方は、①の昼間100円・夜間200円、②
～③はそれぞれ100円増し。

◆問い合わせ／徳良湖パンプトラック管理棟℡
090-9545-1677、または商工観光課観光物産
係℡0237-22-1125

｢徳良湖パンプトラック｣で遊んでみよう！
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７
月
６
日
に
行
わ
れ
た
山
形
県
商
工

会
青
年
部
連
合
会
の
主
張
発
表
県
大
会

で
、
木
戸
晋
吾
さ
ん
が
、
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
発
表
会
で
は
、
庄

内
・
最
上
・
村
山
・
置
賜
４
地
区
の
代

表
者
が
、
青
年
部
の
活
動
を
通
じ
た
学

び
を
発
表
し
ま
し
た
。
木
戸
さ
ん
の

テ
ー
マ
は
「
地
元
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
」。

木
戸
さ
ん
は
銀
山
温
泉
で
旅
館
業
に
従

事
し
て
お
り
、
銀
山
温
泉
は
尾
花
沢
の

中
で
も
特
別
扱
い
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
昨
年
の
断
水

時
に
市
民
に
浴
場
を
解
放
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
銀
山
と
市
が
互
い
に
協

力
し
合
え
る
こ
と
を
学
び
、
銀
山
と
市

を
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。



▲木戸晋吾さん。青年部の方と３カ月練習したお
かげで、本番も堂々と発表できたそうです。

県
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県
大
会

最
優
秀
賞
木
戸
晋
吾
さ
ん
(銀
山
新
畑
)

尾
花
沢
中
学
校
２
年
生
の
総

合
的
な
学
習
で
は
、
自
分
た
ち

の
身
近
な
生
活
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

関
連
に
つ
い
て
、
主
体
的
な
学

び
を
大
切
に
し
な
が
ら
学
習
を

進
め
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め

に
は
、「
自
分
が
住
ん
で
い
る

尾
花
沢
市
が
ど
ん
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
」

を
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
で
、
７
月
13
日
に
、
市
の

若
手
職
員
が
先
生
と
な
り
「
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

授
業
で
は
、
尾
花
沢
市
の
農

業
や
観
光
、
働
き
手
の
確
保
な

ど
に
つ
い
て
、
市
の
具
体
的
な

取
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
有
害
鳥

獣
対
策
用
の
ド
ロ
ー
ン
が
体
育

館
を
縦
横
無
尽
に
飛
ぶ
と
、
生

徒
た
ち
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
学

習
で
は
「
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
」
や
「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き

た
ら
い
い
な
」
な
ど
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
将
来
像
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
絵
に
、
ア
イ
デ
ア

を
書
き
込
ん
だ
付
箋
を
ど
ん
ど

ん
貼
っ
て
い
き
ま
し
た
。

７
月
７
日
、
新
規
学
卒
地
元
就
職
者

激
励
会
、
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
、
本
市

に
は
14
事
業
所
に
37
人
の
新
規
学
卒
者

が
就
職
し
ま
し
た
。
永
年
勤
続
優
良
従

業
員
表
彰
は
、
男
子
10
年
、
女
子
５
年

以
上
、
本
市
の
企
業
に
勤
め
ら
れ
た
方

に
お
く
ら
れ
る
も
の
で
、
９
事
業
所
の

14
人
の
方
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
新
規
学
卒
者
を
代
表
し
て
三
浦
健

太
さ
ん
、
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
を
代

表
し
て
伊
藤
恵
美
子
さ
ん
が
こ
れ
か
ら

の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
規
学
卒
地
元
就
職
者
激
励
会

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式

７月６日、地域企業への関心を高めてもらうことを目的に、福
原中と尾花沢中の生徒が地元企業6社の仕事内容とやりがいを学
びました。


▲永年勤続優良従業員

▲新規学卒地元就職者



夏の交通事故に気を付けて！
尾花沢市・大石田町

安全安心大会７/21

｢西原かかしの郷｣

玉野地区の親子やスタッフなど総勢49人が、
地元銀山の白銀公園や銀坑洞、新鶴子ダムを
見学。銀山では江戸時代の銀の採掘現場に入
り、薄暗い坑内で当時の作業の名残を見学し
ました。また新鶴子ダムでは、管理用の作業
道でダムの底まで階段で下り、普段立ち入れ
ない場所とダムの大きさを体験しました。

載せきれなかった話題は尾花沢市公式ホームページに掲載中。

URLはhttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → ニュース特急便(※画面右) → 最新の記事 → ニュース特急便

西原地区でコミュニケーションのきっかけづくりとして行っている、かかしによる地域づくり。3
年目となる今年は、コロナやオリンピック、話題のアニメなどを題材にしたかかしなど約80体が作ら
れ、住宅前や田畑に立っています。10月にはかかしくん慰労会と収穫感謝祭も行われる予定。人なの
か、かかしなのかを確かめに、ぜひ西原地区を訪れてみてください。

夏季シーズンの注意力の低下や気のゆるみ
などによる交通事故を防止しようと、21日の
早朝、交通安全・防犯関係者が集まり、安全
安心大会を開催。北村山高校生徒会長の阿部
珠羅さんが安全宣言を行いました。また、国
道347号沿いでドライバーへの注意喚起の立
哨を行いました。

｢やまがた棚田20選｣に本市から高橋の棚
田(高橋・中刈地区)と明光寺の棚田(中島地
区)が選ばれています。中刈村づくり実行委
員は高橋の棚田に青いライトを灯し、9月頃
までライトアップをしています。県道の｢高
橋の棚田入口｣の看板から道を進むと、幻想
的な光と満天の星空が広がっていますよ。

7/10

｢百年恋する徳良湖プロジェクト｣の第２弾
は七夕企画。笹舟を作り、水に溶ける紙に願
い事を書いて笹舟に乗せ、ボートに乗って湖
面に浮かべました。願い事が叶いますように
と、ゆらゆらと波間を動いていく舟に手を合
わせてお祈り。夜はサックス演奏と七夕物語
を楽しんだ１日となりました。

徳良湖企画第２弾
願い事を笹舟にのせて
ヨットで浮かべよう７/４

市内の子どもたちに、自然や地域交流を通
して尾花沢の魅力を伝えようと活動を行って
いる｢ぷらいべぇとくらぶ（代表 三井勉）｣主
催による川遊びイベントが行われ、約30人が
参加しました。30度を超える猛暑日となった
この日、牛房野川に飛び込んだり、小魚を捕
まえたりして自然を満喫しました。

尾花沢の魅力再発見！みんなで遊び隊

牛房野で川遊び体験7/18

地域で活動する方を招いての読み語り会。
1年生は交通事故加害者の手記の読み語り、2
年生は畜産農家の方から、自分の手で育てた
牛の命を感謝しながら頂いてることを聞きま
した。3年生は絵本を題材に、コロナなどで
家族に面会できない現実と解決方法があるこ
とを考え、命の大切さを学びました。

自分の生き方・あり方を考えよう
福原中
｢いのちの日｣読み語り会7/15

棚田に灯る幻想的なブルーの光

高橋棚田のライトアップ

二ツ森ゆう大学・夏の体験イベント

銀山散策と新鶴子ダム見学

今年は約80体が地区内で
見守っています！

～９月まで
点灯中

～10月
上旬頃

※イベントは感染症対策をとった上で行っています。

※イベントは感染症対策をとった上で行っています。

※3年生の読み語りの様子。施設入所しているおばあちゃ
んと面会できず、糸電話で会話する内容を読み、実際に生徒
が糸電話での会話を体験

【市報・おばなざわ 2021.８.15】－❽❾－【市報・おばなざわ 2021.８.15】
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vol.54

『北村山高校生』は、コロナなんかに負けない
挑戦あるのみ

『ヨ
ッ
ト
で
徳
良
湖
横
断
』

私
た
ち
体
育
系
列
の
３
年
生
は
、

考
究
実
践
の
授
業
に
お
い
て
、「
徳

良
湖
の
ヨ
ッ
ト
を
広
め
て
尾
花
沢
の

魅
力
を
発
信
し
よ
う
」
と
い
う
目
的

で
、
ヨ
ッ
ト
や
ボ
ー
ト
を
体
験
し
て

き
ま
し
た
。
徳
良
湖
を
横
断
し
な
が

ら
、
風
を
感
じ
、
自
然
を
満
喫
し
ま

し
た
。
本
校
は
、
こ
の
よ
う
な
体
験

学
習
を
通
し
て
地
域
の
方
々
と
の
関

わ
り
を
深
め
、
探
究
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

『大
石
田
駅
通
学
用
バ
ス
運
行
開
始
』

尾
花
沢
市
が
提
供
す
る
中
高
生

〝
無
料
〞
の
大
石
田
駅
通
学
線
の
運

行
が
７
月
１
日
(木
)か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
夏
の

暑
い
日
は
朝
か
ら
汗
だ
く
に
な
り
、

冬
は
大
雪
や
吹
雪
の
中
、
大
石
田
駅

か
ら
学
校
ま
で
歩
い
て
通
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
バ
ス
が
運
行
さ
れ

た
こ
と
で
、
快
適
に
通
学
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
一
つ
、
本
校
の
魅
力
が
増
え
た
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
無
料
バ
ス

の
運
行
を
行
っ
て
く
だ
さ
る
尾
花
沢

市
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

『キ
タ
ム
生
一
丸
の
応
援
』

７
月
９
日
(金
)に
新
庄
市
で
、
夏

の
高
校
野
球
甲
子
園
予
選
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
山
形
明
正
高
校
に
惜
し

く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
野
球
部
全
員

の
勝
つ
た
め
に
頑
張
る
姿
は
、
と
て

も
カ
ッ
コ
よ
く
勇
気
を
も
ら
い
ま
し

た
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な
全
校
応
援

が
で
き
た
の
は
、
保
護
者
の
方
を
含

め
、
先
生
方
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ヨット体験授業(徳良湖)

人数以上の団結応援 対山形明正高校 駆けよるナイン 大石田駅通学用バス運行開始
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■
期
間
／

７
月
16
日
(金
)〜
10
月
15
日
(金
)

■
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

(月
・
木
曜
日
を
除
く
）

■
場
所
／

最
上
義
光
歴
史
館

元
喫
茶
室

■
内
容
／
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
に
よ
る

唾
液
採
取
。
原
則
、
唾
液
提
出
の
２

日
後
に
検
査
結
果
を
メ
ー
ル
で
本
人

に
通
知
。

■
対
象
者
／
無
症
状
で
濃
厚
接
触
者
で

な
い
方
（
住
所
要
件
な
し
）

■
費
用
(検
査
料
)／
２
千
100
円

※
詳
し
く
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://covid-kensa.com/yamagata.html

メ
ー
ル
：

corona-testcenter@kinoshita-group.co.jp

☎
０
３－

４
３
３
３－

１
６
４
０

(受
付
：
平
日
昼
12
時
〜
午
後
５
時
)

※
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
た
め
、
メ

ー
ル
で
の
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
４
月
以
降
に
お
子
さ
ん
が
出

生
さ
れ
た
方
や
転
入
さ
れ
た
方
で
、
給

付
対
象
に
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
申
請
の

案
内
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
①
市
内
に
住
所
を
有
し
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
２
歳
未
満
の

乳
幼
児
を
家
庭
で
保
育
し
て
い
る
父

ま
た
は
母
②
市
内
に
住
所
を
有
し
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
２
歳
未
満
の

乳
幼
児
と
同
居
し
て
い
る
方
で
、
父

母
に
代
わ
り
そ
の
乳
幼
児
を
保
育
し

て
い
る
祖
父
母
等

■
支
給
額
／

乳
幼
児
１
人
当
た
り
月
額
１
万
円

※
『は
な
が
さ
商
品
券
』で
の
支
給
。

■
申
請
期
間
／
令
和
３
年
８
月
16
日

(月
)〜
令
和
４
年
３
月
15
日
(火
)

た
だ
し
、
令
和
３
年
４
〜
９
月
分
の

受
給
を
申
請
さ
れ
る
方
は
９
月
15
日
ま

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

【内
線
177
、
178
】

市
内
に
住
所
を
有
す
る
２
歳
未
満
の

乳
幼
児
を
ご
家
庭
で
保
育
し
て
い
る
方

を
応
援
す
る
た
め
に
『
は
な
が
さ
商
品

券
』
を
支
給
し
ま
す
。
商
品
券
を
受
給

す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

令
和
３
年
７
月
31
日
現
在
で
対
象
と

思
わ
れ
る
世
帯
に
は
申
請
の
案
内
を
送

付
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
山
形
市
で
受
け

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

芭
蕉
や
茂
吉
、
イ
ザ
ベ
ラ
バ
ー
ド
が

歩
い
た
羽
州
街
道
。
歴
史
を
感
じ
な
が

ら
、
一
緒
に
い
い
汗
か
き
ま
し
ょ
う
！

■
日
時
／
９
月
10
日
(金
)

高
校
在
学
中
に
月
額
の
貸
付
金
を
無

利
子
で
借
り
る
こ
と
の
で
き
る
奨
学
金

で
す
。
令
和
４
年
度
貸
付
分
か
ら
、
卒

業
後
に
本
市
に
居
住
す
る
こ
と
等
を
条

件
に
返
還
免
除
の
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

■
対
象
／
令
和
４
年
４
月
に
高
等
学
校

お
よ
び
高
等
専
門
学
校
に
進
学
を
希

望
し
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
方

■
貸
付
額
／
月
額
１
万
８
千
円

■
貸
与
期
間
／
令
和
４
年
４
月
〜
就
学

年
限
の
終
期
ま
で

■
返
済
／

10
年
以
内
(据
置
き
１
年
無
利
子
）

■
申
込
方
法
／
８
月
31
日
(火
)ま
で
在

学
中
の
中
学
校
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

問
教
育
指
導
室
【内
線
312
】

お
も
た
か
奨
学
生
の
募
集

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
影
響

を
受
け
て
い
る
県
外
に
居
住
す
る
大
学

生
等
に
、
県
産
米
を
提
供
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
①
〜
③
を
全
て
満
た
す
方

①
県
内
の
中
学
ま
た
は
高
校
を
卒
業
し
、

県
外
(国
内
)の
大
学
、
短
大
、
専
門

学
校
等
に
在
籍
し
て
い
る
方

②
県
外
で
生
活
し
て
い
る
方

③
申
請
時
点
で
保
護
者
等
が
県
内
に
居

住
し
て
い
る
方

※
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
本
県

へ
帰
省
中
の
場
合
も
対
象
に
な
り
ま

す
。

■
お
届
け
物
／
県
産
は
え
ぬ
き
５
kg

■
申
し
込
み
方
法
／

に
ア
ク
セ
ス
。「
利
用
者
登
録
を
せ
ず

に
申
し
込
む
方
は
こ
ち
ら
」
を
選
択
し
、

必
要
項
目
を
入
力
し
て
申
請
。

※
学
生
証
の
写
し
と
住
民
票
紗
本
を
撮

影
し
た
画
像
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
９
月
30
日
(木
）

問
山
形
県
み
ら
い
企
画
創
造
部

ふ
る
さ
と
山
形
移
住
・
定
住
推
進
課

☎
０
２
３
(630
)３
４
０
７

■
敷
金
／
入
居
時
家
賃
の
３
カ
月
分

■
受
付
期
間
／

８
月
16
日
(月
)〜
８
月
31
日
(火
）

■
入
居
決
定
／

優
先
入
居
ま
た
は
公
開
抽
選

■
入
居
時
期
／
10
月
上
旬
頃

※
入
居
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
都
市
住
宅
係
【内
線
287
】

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市営住宅 入居者募集
募集住宅 所在

地区
戸
数 概 要 家 賃

(月額)
駐車場
使用料 特記事項

長根下住宅
２号棟

(ＲＣ造４階建)
新町 ３ 昭和55年建築／３・４階

３ＤＫ
16,200～
31,900円 なし

・
一
般
世
帯
向

・
単
身
入
居
可
（
た
だ
し
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
）

荒楯第２住宅
１号棟

(ＲＣ造４階建)
荒楯 １ 平成10年建築／１階

２ＤＫ
17,500～
34,500円

月額
600円

荒楯第２住宅
１号棟

(ＲＣ造４階建)
荒楯 ３ 平成10年建築／

３・４階 ３ＤＫ
22,700～
44,500円

月額
600円

荒楯第２住宅
２・３号棟
(ＲＣ造３階建)

荒楯 ２ 平成12年建築／１階
２ＤＫ

18,300～
44,500円

月額
600円

下新田団地
(ＲＣ造４階建)

上町 １
平成13年建築／２階

２ＬＤＫ
エレベーター有

22,700～
44,700円

月額
2,600円
(屋内)

家
庭
保
育
応
援
商
品
券
を

支
給
し
ま
す
(２
才
未
満
児
）

羽
州
街
道
(猿
羽
根
山
)て
く
て
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

■
集
合
場
所
／
名
木
沢
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

交
流
セ
ン
タ
ー
(旧
名
木
沢
小
）

■
コ
ー
ス
(約
２
㎞
)／
毒
沢
バ
ス
停
付

近
↓
羽
州
街
道
古
道
↓
山
頂
（
地
蔵

尊
）

■
講
師
／
梅
津
保
一
氏

■
対
象
者
／
市
民
(先
着
15
人
）

■
持
ち
物
／
飲
み
物
、
雨
具
等

■
申
込
方
法
／
８
月
31
日
(火
)ま
で
左

記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
福
原
ふ
る
さ
と
歴
史
保
存
会
（
福
原

地
区
公
民
館
内
)
☎
(25
)２
７
９
８

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会

無
料
鑑
賞
券
の
申
込
者
募
集

■
日
時
／
９
月
25
日
(土
)午
後
７
時
〜

■
場
所
／
山
形
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

■
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
に
①
郵
便
番
号
、

住
所
、
②
氏
名
、
③
電
話
番
号
を
明

記
し
、
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
係
へ
郵

送
※
市
内
在
住
の
方
が
対
象
(１
人
１
枚

ま
で
)。
当
選
者
は
、
鑑
賞
券
の
発

送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
／
９
月
３
日
(金
)必
着

問
社
会
教
育
課

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
係
【内
線
325
】

県
外
に
居
住
す
る
大
学
生
に

県
産
米
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

令
和
４
年
産
｢つ
や
姫
｣生
産
者
募
集

■
要
件
／
栽
培
適
地
、
水
田
経
営
面
積

が
３
ha
以
上
、
有
機
・
特
別
栽
培
等

の
各
種
要
件
が
あ
り
ま
す
。（
水
田

経
営
面
積
３
ha
未
満
で
も
過
去
３
年

の
一
等
米
比
率
が
県
平
均
以
上
で
あ

る
等
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、
応

募
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

※
希
望
す
る
面
積
の
す
べ
て
が
認
定
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
締
切
／
９
月
７
日
(火
)

※
米
の
出
荷
先
(Ｊ
Ａ
等
)ま
た
は
市
農

林
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課
水
田
営
農
対
策
係
【内
線
147
】

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
尾
花
沢
営
農

セ
ン
タ
ー

☎
(22
)２
０
２
０

ネ
ッ
ト
販
売
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

社
会
の
Ｉ
Ｔ
化
に
対
応
し
た
販
売
方

法
と
し
て
、
加
工
食
品
の
ネ
ッ
ト
販
売

の
基
礎
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

■
日
時
／
９
月
１
日
(水
)

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所
／
市
役
所
３
階
研
修
室

■
対
象
者
／
市
内
の
食
品
製
造
業
者
、

農
産
加
工
実
践
者

■
受
講
料
／
無
料

■
申
込
方
法
／
８
月
31
日
(火
)ま
で
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
推
進
係

【内
線
152
】
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【土
曜
日
の
一
般
公
開
日
】

■
開
館
日
／
８
月
21
日
、
８
月
28
日
、

９
月
４
日
、
９
月
11
日

【中
秋
の
名
月
観
望
会
】

■
日
時
／
９
月
21
日
(火
)

①
午
後
７
時
〜
午
後
８
時

②
午
後
７
時
40
分
〜
午
後
８
時
40
分

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

問
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
(55
)４
２
１
１

北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

ゆ
る
っ
と
た
す
け
あ
茶
ろ
ん
参
加
者

募
集

若
年
性
認
知
症
講
演
会
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
経
営
の
継
続
が
困
難
と
な

っ
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
県
独
自
の

給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

■
受
付
締
切
／
９
月
30
日
(木
)

■
対
象
／
県
内
の
法
人
、
個
人
事
業
主

■
給
付
額
／
法
人
20
万
円
、
個
人
事
業

主
10
万
円

※
給
付
条
件
あ
り
。

■
申
請
方
法
／
必
要
書
類
を
郵
送

【発
送
先
】〒
990－

0023

山
形
市
松
波
４

－

５－

12
「
山
形
県
事
業
継

続
応
援
給
付
金
｣事
務
局
宛
て

山
形
県
事
業
継
続
応
援
給
付
金

今
回
は
、
若
年
性
認
知
症
の
当
事
者

で
あ
り
、
自
身
の
体
験
な
ど
を
交
え
、

多
く
の
人
に
認
知
症
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
活
動
し
て
い
る
方
の
講
演
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
９
月
５
日
(日
)

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

■
場
所
／
東
光
館
大
会
議
室

■
対
象
者
／
介
護
を
し
て
い
る
方
、
介

護
に
関
心
の
あ
る
方

庭
木
剪
定
講
習

庭
木
手
入
れ
、
剪
定
業
務
へ
の
就
労

を
目
指
す
た
め
の
技
術
講
習
で
、
受
講

料
は
無
料
で
す
。

■
場
所
／
東
根
市
民
体
育
館
研
修
室
１

■
期
日
／
９
月
13
日
(月
)〜
９
月
15
日

(水
)の
３
日
間

■
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
申
込
締
切
／
９
月
２
日
(木
)

※
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
尾
花
沢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
(22
)１
８
１
３

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

■
日
時
／
９
月
29
日
(水
)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
／
尾
花
沢
市
共
同
福
祉
施
設

■
受
講
料
／
会
員

１
千
500
円

非
会
員
２
千
円

■
テ
キ
ス
ト
代
／
１
千
800
円
(税
込
）

■
申
込
先
／
尾
花
沢
市
消
防
本
部
窓
口

■
定
員
／
10
人

■
申
込
期
間
／

８
月
30
日
(月
)〜
９
月
10
日
(金
)

※
受
講
者
は
、
尾
花
沢
市
・
大
石
田
町

在
住
の
方
、
も
し
く
は
勤
務
先
が
尾

花
沢
市
・
大
石
田
町
の
方
に
限
定
し

ま
す
。
講
習
会
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
左
記
ま
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
尾
花
沢
市
大
石
田
町
危
険
物
安
全
協

会

☎
(22
)１
１
３
１

７
月
８
日
に
給
食
で
使
用

さ
れ
た
県
外
産
食
材
(青
森
県
産
ニ
ン

ジ
ン
)に
つ
い
て
事
前
に
検
査
し
た
結

果
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
・
セ
シ
ウ
ム
は
検

出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
こ
ど
も
教
育
課
学
校
給
食
共
同
調

理
場

☎
(24
)３
５
５
６

園
名

測
定
結
果

給
食
提
供
日

お
も
だ
か
不
検
出

７
月
12
日
〜
16
日

市
内
保
育
施
設
の
給
食

の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
に
輪
番
で

放
射
性
ヨ
ウ
素
・
セ
シ
ウ
ム
の
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
【内
線
178
】

保
育
園
給
食

学
校
給
食

放
射
性
物
質
測
定
結
果

■
内
容
／
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
「
笑
顔

で
生
き
る
」
〜
認
知
症
と
と
も
に
〜

■
講
師
／

お
れ
ん
じ
ド
ア
代
表
丹
野
智
文
氏

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
８
月
27
日
(金
)ま
で
左

記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
(23
)３
６
６
０

花
笠
高
原
ス
キ
ー
場

運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

■
期
間
／
12
月
〜
３
月
末
（
11
月
・
４

月
に
準
備
片
付
け
作
業
あ
り
）

■
勤
務
時
間
／
月
〜
木
曜
日
午
後
４
時

〜
午
後
９
時
、
金
〜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
）
午
前
８
時
〜
午
後
９
時

■
休
日
／

シ
フ
ト
表
に
よ
る
(週
１
〜
３
日
）

■
給
与
／
給
与
表
に
よ
る

■
主
な
業
務
／
リ
フ
ト
運
行
に
関
わ
る

業
務
、
リ
フ
ト
券
販
売
業
務
等

■
そ
の
他
／
元
気
で
明
る
い
方
歓
迎
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

尾
花
沢
総
合
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ

☎
(24
)０
１
８
８

■
必
要
書
類
／
山
形
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
事
業
継
続
応
援
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

☎
０
５
７
０
(056
)２
２
３


